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多頭羽飼育と家畜衛生 
県畜産課衛生係 

 

昭和 36 年には農業基本法が制定され、いままで零

細であった農業も所得格差の是正を目指して各種の

施策が講じられ、農業構造改善事業の主幹作目には

酪農養鶏等が取りあげられるにおよび家畜の飼養型

態も多頭化、集団化の方向に向きつつあります。こ

の多頭化あるいは集団化につれて従来全く認められ

なかった疾病や、従来は余り被害も出なかった病気

が家畜の多頭化集団化による思いもよらない被害を

与えることが考えられ、現在すでにこのような被害

が伝えられています。また交通の便がよくなるにつ

れて家畜の移動も頻繁となり、これらの被害に拍車

をかけているのが現状です。 

 最近のように貿易の自由化が進むにつれて外国よ

り各種の動物や畜産物等が盛んに輸入されるため、

今まで日本には発生の例がなかったような病気の侵

入も考えられます。今後における家畜防疫はよほど

慎重に実施されなければなりません。 

 多頭羽集団飼育に対する経験は、現在のわが国の

技術者も実際業務に携わる者も、全く未経験と言っ

ても過言ではないと思いますが、僅かに一部で実施

されたもの、あるいは外国の例等より類推される今

後の対策等について述べてみたいと思います。 

 なお、県は本年度から新しく家畜集団衛生推進事

業（多頭羽集団飼養が行なわれている市町村を対象

として、家畜の個体衛生ならびに環境衛生を整備し

て、多発しやすい疾病を未然に防ぐよう。市町村が

自主的な家畜衛生体制を確立するためのもの。）を実

施する予定で、今後ますます多頭化集団化が進むに

つれて、県下全域にわたり、このような事業を推進

する必要があると思います。 

 まず岡山県の家畜の規模別飼養を参考のため左表

に示します。 

 次に多頭羽飼育における家畜衛生上の諸問題につ

いて、農林水産技術会議において取上げられた問題

点を紹介します。 

 

 

１、重視すべき問題点 

（１）集団というものが伝染病の場合非常に悪い結

果を招来する 

   個別飼いの場合には伝染病が出ても１～２頭

と言った比較的少ない被害で済む場合が多いと

思いますが、集団ですと病気の伝染力が強い場

合には直ちに全頭に広がり大きな被害を受ける

ことが考えられます。 

（２）今まで問題にならなかったような伝染病や寄

生虫病が相当まん延する危険がある。 

   今まで家畜の衛生、とくに伝染病に例をとっ

てみますと、その発生があった場合にはまず病

原体を分離し、この病原体を感受性のある動物

に接種して病気にかかるかどうかを観察します。

もし発病したらどのような病状を出すか、また

どのような形で推移するかを観察して診断基準

や治療法が研究され、また一旦感染したものが

免疫が出来るかどうかを確かめ、これを診断に

応用し、また予防液を作り人為的に予防等の対

策が講じられます。 

   ところが、最近では分離した病原体を動物に

接種しても全然発病しない病病原体が非常に増

えていることです。 

   このような病原体はどのような環境化で病気

を起すかをみますと、ストレスの問題やその他

非帯に多くの要因が加ってできる病気の起る

「環境」というものが当然考えられます。この

ような伝染病や寄生虫病の問題が多頭羽飼育に

大きく取上げられ、その解決策を講ずる必要が

出て参ります。 

（３）諸外国からいろいろの病気が侵入するおそれ

が多分にある。 

  日本は島国であって種畜等は十分に検疫され

て外国からの病気の侵入を押えているが、戦後

非常に混乱したことと、航空機による鶏や豚の

輸送が盛んになったため、その検疫網をくぐっ

て戦前日本になかった病気が流行する可能性が
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非常に多くなって来たことです。最近

は従来無かった新しい病気が多く見

られますがこれ等は総て外国から輸

入されたものであることです。 

   最近、多頭羽飼育になり種豚や種鶏

が外国から輸入されていますが、現地

で十分衛生調査をし、衛生検査された

ものが輸入される場合はよいが、単に

資質と種類が良いと言ったことだけ

で輸入される場合等は、思わぬ病気を

もっている事も考えられます。この場

合、特に家畜伝染病予防法に規制され

ていない伝染病では海港検疫の穴を

抜けて入って来ることが当然考えら

れます。 

（４）現在問題になっている疾病および

今後問題になると考えられる疾病等 

   多頭羽飼育が進んで来て、すでにピ

ロプラズマ病が問題になり、ランドレ

ースの伝染性皮膚炎、鶏の伝染性気管

支炎、豚の伝染性下痢症や、トキソプ

ラズマといった人畜共通の伝染病が

方々に発生して、相当大きな問題にな

っています。 

  従来家畜を飼う場合案外衛生に対   

する注意が払われず、したがって衛生に
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対する知識も少なく、当座は成功しても数年後に

大きな打撃を被った例は、非常に多く各地で聞か

れます。日本の実情をみますと、牛、馬、めん山

羊、豚等は比較的注意が払われていましたが、こ

の点鶏は非常に関心が少なく余り研究もされず、

ごく一部の養鶏場やふ卵場の人で多数羽飼育を行

っている人だけで、一般には非常に無関心であっ

たと言えましょう。 

  しかし、多頭羽飼育が進んで、5,000 羽、10,000

羽という集団になりますと、衛生を離れては養鶏

は絶対に伸びないといっても過言ではないでしょ

う。例えばニューカッスル病の大流行や、最近の

伝染性気管支炎、ジフテリヤ等、このようなこと

が相当大きな問題となってくることが予想されま

す。 

  今後の研究の対象としては、豚では子豚の下痢

症、豚の伝染性胃腸炎、子豚が罹れば 100％死亡す

る豚の伝染性肺炎、豚のヴィルス性肺炎（ＶＰＰ）

子豚の細菌性消化器病、その他北海道、東北地方

で発生をみた豚の浮腫病等があります。 

  鶏では、現在米国で流行している鶏の慢性呼吸

器病、原虫でおこるロイコチトゾーン病、鶏のコ

リーザ、昔からあるひな白痢等です。ひな白痢で

は非特異性反応の問題が研究の課題とされており

ます。 

  また家畜衛生面では単に病気のことだけでなく、

もっと環境的な点を現実の問題として、畜舎およ

びその衛生的管理方法についても考えなければな

りません。 

 

２、環境衛生上の問題点 

 多頭羽飼育の環境衛生については、いろいろ問

題が残されており、今後考えなければならない問

題について考えてみますと、 

（１）実態調査により実際にどういう点が特に環境

衛生面で問題になるか 

（２）すでに米国や欧州のような大規模の畜産が行

なわれているところで問題になっている病気

と同じものが日本にも出ているかどうか 

（３）実態調査で拾い上げた問題、特に物理的条件、

例えば地温、湿度、塵埃、騒音等、が考えら

れ、それがどのような状態のとき動物体が異

常をきたすか 

（４）環境が誘発、あるいは環境によって起る発病

に対する対策の樹立 

 などが今後研究されねばならない問題です。 

 今後多頭羽飼育における家畜衛生では次の３ッの

重要な問題が考えられます。 

（１）環境衛生 

（２）管理衛生 

（３）個体衛生 

 まず環境衛生については、われわれと同じ事で如

何に環境を整備し家畜のもつ経済性を最大限に発揮

させるかということですが、環境の動物体への影響

等についてはほとんど未解決のままで、今後に残さ

れた問題でしょう。 

 次の管理衛生で考えられることは、飼料等から侵

入する伝染病の防止、畜舎等の定期的消毒、家畜の

日常の運動、手入等で、特に病原体は人の手、足、

衣服、その他管理具等からの侵入が殆んどであるた

め、他人の畜舎への出入の制限、或は消毒施設の設

置等に注意をすることが大切です。また昆虫類、犬、

猫、鼠、野鳥等の畜舎への侵入も病原体搬入の危険

がありますので、これらについての対策も考えるべ

きでしょう。 

 また大動物では、省力管理の一環として放牧等が

行なわれますが、放牧による各個体の接触は、各種

疾病をまん延させる大きな原因となります。特に結

核病、皮膚病等は容易に感染することが考えられま

すので、定期的検査を励行し、患畜等の隔離は特に

厳重に実施されるべきでしょう。また前にも申しま

したように、ピロプラズマ病が問題化しつつありま

すが、ピロプラズマ病は「ダニ」が媒介するもので、

牧野のダニ駆除や個体のダニ駆除に併せて定期的に

血液検査を実施して、患畜の摘発治療、或は予防等

の措置を講ずるべきです。 

 次に個体衛生で、特に豚および鶏について考えて

見たいと思います。 

【豚】 

 豚は雑食獣であり、かつ発育が極めて早いため非

常に多くの病気がありますが、特に豚コレラ、日本

脳炎、伝染性肺炎、豚丹毒等は有効な予防液があり
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ますから、是非予防の必要がありましょう。 

 一般的な注意としては、 

 イ 導入豚の健康状態の観察（導入後１～２週間、隔離豚舎で観察する） 

 ロ 購入先および周辺の伝染病発生状況確認 

 ハ 豚（コレラ）予防注射済のもの（注射後少なくとも２週間以上経過し

たもの） 

１、豚の多頭飼育が進むにつれて発生が予想される疾病 

 ア 伝染性疾病 

  細菌性…豚丹毒、伝染性肺炎、豚パラチフス、プルセラ病、コリネバク

テリウム症等 

  ヴィールス性…豚コレラ、流行性脳炎、伝染性胃腸炎、ＶＰＰ 

  原虫症…トキソプラズマ症 
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 イ その他 

  全身病…浮腫病 

  消化器病…胃腸カタル 

  神経系病…日射病、熱射病 

  その他…中毒等 

 これらのうち、人畜共通の疾病としては、豚丹毒、

プルセラ病、流行性脳炎（日本脳炎）トキソプラズ

マ症等があり、特に注意する必要がありましょう。 

【鶏】 

２、鶏の多数羽飼育に伴ない発生が予想される疾病 

 ア 伝染性疾病 

  ひな白痢、ニューカッスル病、伝染性気管支炎、

伝染性コリーザ、慢性呼吸器病、鶏痘、白血病、

ロイコチトゾーン病、コクシジウム症、家禽ペ

スト、伝染性下痢症、羽虫、ワクモ等 

 イ その他 

  浮腫病（バタリー病）、脚弱、食滞、嗉嚢カタル、

中毒（飼料、農薬）等その他今後わが国に侵入

が予想される鶏の伝染病について、参考のため

次頁に示します。          

 （畜産課技師） 


